
う
に
、
働
く
こ
と
の
尊
厳
を

Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」
「
原
発
ゼ

低
賃
金
法
の
設
定
」
、「
８
時

と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い

す
」
こ
と
を
改
め
て
私
た

守
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し

ロ
」
を
求
め
る
市
民
運
動
、

間
労
働
制
」
、
「
シ
ベ
リ
ア
出

ま
す
。

ち
に
問
い
か
け
て
い
る
の

ょ
う
。

社
会
運
動
と
連
帯
し
、
デ
ィ

兵
の
即
時
撤
廃
」
で
し
た
。

メ
ー
デ
ー
の
テ
ー
マ
が
現

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

特
に
、
今
年
度
の
第

回

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
実
現
な
ど

以
後
、「
暮
ら
し
」「
平
和
」

在
の
課
題
と
も
重
な
る
点
が

ま
す
。

84

メ
ー
デ
ー
は
、
改
憲
勢
力
が

労
働
者
の
切
実
な
諸
要
求
実

が
メ
ー
デ
ー
の
主
要
テ
ー
マ

多
い
の
は
、
歴
史
は
繰
り
返

８
割
を
占
め
る
国
会
に
お
い

現
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
国

て
、
国
民
世
論
の
力
で
国
会

･

地
方
の
政
治
を
転
換
さ
せ

を
包
囲
し
て
い
く
た
め
に
、

る
メ
ー
デ
ー
と
し
て
大
き
く

｢

憲
法
改
悪
反
対｣

の
一
点
で

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

の
共
同
づ
く
り
、
「
増
税･

Ｔ

今
年
度
の
メ
ー
デ
ー
の
テ

の
働
く
者
と
連
帯
・
共
同
す

早
（

時

小
栗
ふ
れ
あ

18

ー
マ
は
、
「
憲
法
が
生
き
る

る
メ
ー
デ
ー
」
で
す
。

い
会
館
）
、
大
村
（

時
18

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
メ
ー

県
下
で
は
、
長
崎
（

時

大
村
市
民
会
館
）
、
五

10

デ
ー
」
、「
政
治
の
流
れ
を
変

公
会
堂
前
広
場
）
、
佐
世
保

島
（

時

福
江
文
化
会

11

え
る
メ
ー
デ
ー
」
、「
す
べ
て

（

時

島
瀬
公
園
）
、
諫

館
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

18

「
８
時
間
は
労
働
に
、
８

訴
え
た
ア
メ
リ
カ
労
働
者
の

り
く
ま
れ
ま
す
。
「
日
本
国

普
段
あ
ま
り
話
す
機
会
の

す
る
の
も
、
日
頃
の
ス
ト
レ

時
間
は
眠
り
に
、
そ
し
て
８

闘
い
に
源
流
を
持
つ
メ
ー
デ

憲
法

条
、
労
働
の
権
利
及

な
い
同
僚
や
地
域
の
人
々

ス
解
消
に
効
果
あ
り
で
し
ょ

27

時
間
は
我
ら
の
自
由
に
」
と

ー
。
今
年
も
世
界
各
国
で
と

び
義
務
」
で
も
明
ら
か
な
よ

と
、
職
場
を
超
え
て
交
流
を

う
。
大
量
リ
ス
ト
ラ
、
「
ブ

深
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

ラ
ッ
ク
企
業
」
の
蔓
延
、
安

青
空
の
下
、御
弁
当
を
食
べ
、

倍
政
権
が
推
進
す
る
「
解
雇

ビ
ー
ル
片
手
に
盛
り
上
が
る

自
由
」
の
国
づ
く
り
と
、
暗

場
面
も
見
か
け
ま
す
。
「
働

い
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
昨

く
者
の
祭
典
」
な
ら
で
は
の

今
。
も
や
も
や
を
吹
き
飛
ば

光
景
で
す
ね
。
街
頭
に
出
て

し
、
世
の
中
を
替
え
る
き
っ

「
給
料
上
げ
ろ
！
」
「
原
発

か
け
と
し
た
い
も
の
で
す
。

依
存
や
め
ろ
！
」
と
地
域
住

あ
な
た
も
職
場
の
仲
間
と
ご

県
教
委
が
、
「
学
校
現
場

（
と
り
く
み
内
容
の
概
要
は

う
分
会
は
６
分
会
だ
け

民
一
体
と
な
っ
て
ア
ピ
ー
ル

一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

で
の
超
勤
縮
減
の
と
り
く
み

２
面
に
別
掲
）
。
学
校
現
場

で
、｢

職
員
会
議
等
で
何

の
メ
イ
ン
と
考
え
て
い
る｣

に
対
し
て
も
昨
年

月

日

の
説
明
も
な
い｣

と
い
う

12

25

と
回
答
し
て
い
た
「
働
き
や

付
で
、
教
育
長
名
の
通
知
が

分
会
が

分
会
と
７
割
に

21

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
向

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
（｢

管

け
た
『
プ
ラ
ス
１
』
推
進
運

県
教
委
折
衝
で
は
、｢

プ

理
職
が
取
組
目
標
を
決
め

動
」
（
以
下
、「
プ
ラ
ス
１
推

ラ
ス
１
推
進
運
動｣

の
と
り

て
説
明
し
た
が
３
分
会
）
。

海
外
で
は
若
者
や
移
民
労

心
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ウ
ォ
ー

進
運
動
」
）
が
、
実
際
に
は

く
み
方
に
つ
い
て
も
、
ア
ン

こ
れ
で
は
、｢

プ
ラ
ス
１

働
者
が
多
数
し
て
い
ま
す
。

ル
街
を
占
拠
し
て
い
た
市
民

議
論
も
始
ま
っ
て
い
な
い
学

ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
全
教

推
進
運
動｣

が
超
勤
縮
減

例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

グ
ル
ー
プ
や
労
組
が
、
メ
ー

校
が
多
い
こ
と
が
、
高
教
組

職
員
の
意
見
を
集
約
し
て
と

の
た
め
に
実
効
あ
る
と
り

は
、
昨
年
、
若
者
の
深
刻
な

デ
ー
の
日
に
は
職
場
や
学
校

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て

り
く
む
と
い
う
こ
と
を
繰
り

く
み
に
な
る
と
は
考
え
ら

失
業
を
問
題
視
し
、
メ
ー
デ

か
ら
離
れ
る
こ
と
を
提
起

き
て
い
ま
す
。

返
し
確
認
し
、
２
月

日
に

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
超
勤

12

ー
を
「
青
年
雇
用
と
社
会
的

し
、
各
地
で
街
頭
宣
伝
行
動

｢

プ
ラ
ス
１
推
進
運
動｣

と

開
催
さ
れ
た
県
立
学
校
総
括

縮
減
に
真
剣
に
と
り
く
む

公
平
の
日
」
と
位
置
づ
け
ま

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

は
、
昨
年

月
の
確
定
交
渉

安
全
衛
生
員
会
で
も
、｢

ボ

姿
勢
に
な
っ
て
い
な
い
校

11

し
た
。
各
国
で
、
社
会
保
障

日
本
で
は
、
小
作
農
家
の

の
際
に
、
高
教
組
が
、
学
校

ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
と
り
く

長
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い

の
削
減
な
ど
緊
縮
政
策
を
批

娘
た
ち
が
、
不
衛
生
な
工
場

現
場
で
超
勤
の
縮
減
が
す
す

む｣

「
み
ん
な
で
考
え
て
何

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

判
し
、
高
所
得
者
層
へ
の
課

で
１
日

時
間
も
働
か
さ

ん
で
い
な
い
実
態
を
追
及
す

か
を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う

ん
。

15

税
強
化
を
求
め
、
多
く
の
人

れ
、
若
い
命
を
す
り
減
ら
し

る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の｢

管

形
」
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ

高
教
組
は
、
５
月
２
日

々
が
、
デ
モ
や
集
会
に
参
加

た
「
女
工
哀
史
」
の
明
治
の

理
職
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

な
ど
に

れ
て
い
ま
す
。

に
予
定
さ
れ
て
い
る
春
闘

し
て
い
ま
す
。

時
代
は
、
メ
ー
デ
ー
は
激
し

よ
る
指
導
だ
け
で
は
不
十
分

と
こ
ろ
が
、
高
教
組
が
各

教
育
長
交
渉
を
は
じ
め
と

ア
メ
リ
カ
で
は
、
近
年
、

く
弾
圧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

で
、
学
校
全
体
の
と
り
く
み

分
会
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

し
て
、
今
後
と
も
、
超
勤

権
利
の
拡
充
を
求
め
る
移
民

そ
の
後
、
１
９
２
０
年
に
な

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

４
月

日
現
在
で
集
約
さ
れ

縮
減
の
た
め
の
実
効
あ
る

20

労
働
者
た
ち
が
メ
ー
デ
ー
を

っ
て
よ
う
や
く
日
本
で
第
１

点
を
県
教
委
と
確
認
し
、
そ

て
い
る

分
会
の
う
ち
、｢

ア

と
り
く
み
を
求
め
て
県
教

30

盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
昨

回
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た

の
後
、
県
教
委
が
、
そ
の
と

ン
ケ
ー
ト
等
で
教
職
員
の
意

委
を
追
及
し
て
い
く
予
定

年
は
、
「

％
の
た
め
の
政

の
で
す
。
そ
の
時
の
集
会
テ

り
く
み
の
メ
イ
ン
と
し
て
高

見
集
約
が
行
わ
れ
た
（
ま
た

で
す
。

99

治
」
を
求
め
て
、
金
融
の
中

ー
マ
は
「
失
業
防
止
」
、
「
最

教
組
に
提
示
し
た
も
の
で
す

は
行
わ
れ
る
予
定
）｣

と
い
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メ
ー
デ
ー
を
成
功
さ
せ
、

働
く
者
の
願
い
を
実
現
し
よ
う
！

第84回

同
僚
や
地
域
の
人
々
と
、
職
場
を

超
え
て
交
流
を
深
め
る
絶
好
の
機
会

日
本
で
、
世
界
各
国
で
、
そ
の
時
代
の

労
働
者
の
要
求
を
掲
げ
て
き
た
メ
ー
デ
ー

県
下
各
地
（
長
崎
、
佐
世
保
、
諫
早
、
大
村
、
五
島
）
の

メ
ー
デ
ー
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
！

プ
ラ
ス
１
推
進
運
動

｢

何
の
説
明
も
な
い｣

が
７
割

「
学
校
現
場
で
の
超
勤
縮
減
の
と
り
く
み
の
メ
イ
ン
」

「
み
ん
な
で
考
え
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
と
り
く
み
」

の
は
ず
で
は
？



そ
の
後
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
で
行
わ
れ
て
い
た
「
消

費
税
大
増
税
中
止
を
求
め
る

国
民
大
集
会
」
の
５
千
人
に

４
月

日
、

春
闘
に
お

阻
止
を
共
闘
す
る
た
た
か
い

条
例
や
最
低
賃
金
の
引
き
上

参
加
者
と
と
も
に
、
国
会
請

11

13

け
る
回
答
引
き
出
し
、
回
答

と
し
て
、
民
間
労
組
も
含
め

だ
。
法
に
も
と
づ
い
て
賃
上

願
デ
モ
を
行
い
、
デ
モ
解
散

上
積
み
、
早
期
決
着
を
め
ざ

て
全
国
各
地
か
ら
６
０
０
人

げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
述
べ

後
、
公
務
部
会
・
公
務
労
組

し
て
、
全
労
連
・
国
民
春
闘

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
主

ま
し
た
。
ま
た
、
全
教
を
代

連
絡
会
の
参
加
者
は
、
公
務

共
闘
に
よ
る
中
央
行
動
が
と

催
者
あ
い
さ
つ
し
た
公
務
労

表
し
て
決
意
表
明
を
行
っ
た

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件

り
く
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

組
連
絡
会
の
野
村
幸
裕
議
長

香
川
高
教
組
の
安
部
委
員
長

の
改
善
、
公
務
・
公
共
サ
ー

で
、
全
教
や
自
治
労
連
・
国

は
、
「
賃
下
げ
の
根
拠
は
な

は
、
「
香
川
県
は

月

日

ビ
ス
拡
充
を
求
め
て
す
べ
て

12

25

公
労
連
な
ど
で
構
成
す
る
全

く
な
っ
た
。
情
勢
が
変
化
し

の
ク
リ
ス
マ
ス
に
退
職
手
当

の
参
議
院
議
員
へ
の
要
請
行

労
連
公
務
部
会
・
公
務
労
組

た
の
で
あ
れ
ば
賃
下
げ
は
直

の
削
減
を
提
案
し
た
。
連
合

動
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

連
絡
会
は
、
「
賃
下
げ
法
」

ち
に
撤
廃
す
る
べ
き
で
あ

県
職
労
、
自
治
労
な
ど
と
も

の
廃
止
や
、
地
方
公
務
員
へ

る
」
と
強
調
し
、
賃
下
げ
攻

共
闘
し
、
年
度
内
実
施
を
４

の
賃
下
げ
の
押
し
つ
け
に
反

撃
を
は
ね
返
す
た
め
、
一
緒

月
に
先
の
ば
し
さ
せ
た
こ
と

対
し
、総
務
省
前
要
求
行
動
、

に
職
場
・
地
域
か
ら
奮
闘
す

は
、
た
た
か
い
が
生
ん
だ
成

財
務
省
前
要
求
行
動
、
厚
生

る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し

果
だ
。
全
国
的
な
た
た
か
い

労
働
省
前
要
求
行
動
、
国
会

た
。

の
重
要
さ
を
痛
感
し
た
」
と

請
願
デ
モ
な
ど
で
終
日
奮
闘

連
帯
あ
い
さ
つ
で
建
交
労

述
べ
ま
し
た
。

育
再
生
実
行
会
議
」
の
文
科

し
、
長
崎
高
教
組
か
ら
も
馬

の
藤
好
委
員
長
は
、
「
運
輸

時
過
ぎ
か
ら
は
、
「
賃

省
軽
視
、
首
相
官
邸
主
導
の

12

場
書
記
長
が
参
加
し
ま
し

産
業
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油

下
げ
法
」
の
違
憲
性
を
問
う

４
月
７
日(

日)

に
東
京
の

り
組
み
と
し
て
「
２
０
１
４

「
安
倍
教
育
再
生
」
の
危
険

た
。

の
高
騰
で
休
業
や
廃
業
や
倒

国
公
労
連
の
賃
下
げ
違
憲
訴

全
国
教
育
文
化
会
館
で
、
全

年
度
政
府
予
算
に
む
け
た
文

性
や
「
大
阪
教
育
基
本
条
例
」

時
か
ら
の
総
務
省
前
で

産
が
増
え
大
変
な
状
況
に
な

訟
の
第
４
回
口
弁
論
が
東
京

教
の
第
１
回
全
国
教
文
部
長

部
科
学
省
概
算
要
求
に
対
す

の
危
う
さ
、
粗
悪
さ
を
指
摘

11
の
要
求
行
動
に
は
、
公
務
労

っ
て
い
る
。
賃
金
・
労
働
条

地
裁
で
行
な
わ
れ
る
の
に
先

・
教
財
担
当
者
合
同
会
議
が

る
要
請
署
名
（
え
が
お
署

し
、
国
民
の
教
育
を
受
け
る

働
者
へ
の
賃
下
げ
押
し
付
け

件
を
改
善
す
る
の
は
公
契
約

立
っ
て
、
要
求
行
動
が
行
わ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
教
組

名
）
」、
７
月
か
ら
２
月
の
取

権
利
を
守
り
伸
ば
す
た
め
、

れ
、
公
務
各
単
産
か
ら
裁
判

か
ら
は
、
寺
田
教
文
部
長
、

り
組
み
と
し
て
「
２
０
１
３

運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

闘
争
へ
の
支
援
を
ふ
く
め
て

小
田
副
委
員
長
２
人
が
参
加

年
度
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

が
必
要
で
す
。

多
く
の
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◇「プラス1推進運動」のとりくみ内容の概要（県教委の通知より）※１面の続き

①校務全般にわたり、体系的に分類した多忙化の要因と考えられるものを基に、各学校・

県教委・各種団体で取組むべき事項・事例を整理した行動計画（仕組みづくり)を作成。

②各学校では行動計画に基づいて、毎年度1項目以上の目標を設定し、検証・改善への取組

を行う。

【解説】

県教委は、①に沿って、｢長時間勤務の常態化｣｢一部教職員への業務の集中｣｢各種会議の量

的な多さ、長時間化｣｢非効率的な文書処理｣などを多忙化の要因として列挙し、各要因ごと

の取組事例（定時退校日の実施の徹底、校務分掌の整理統合、ノー会議デーの設定、出張復

命の見直し など）を例示しています。

②の目標設定は、上記の取組事例を参考にしながら、各学校ごとに、1年間のとりくみとし

て、｢定時退校日の実施の徹底｣などを設定するという考え方になっています。その際、とり

くみ内容は、県教委の文書の中から選ぶのではなく、学校独自で全く新しく設定してもかま

わないと県教委は説明しています。

▲総務省前の要求行動に集まった全教の参加者

教財（教育財政）とは

国および地方公共団体が広義の教育

行政、すなわち公教育の運営に必要な

資金（教育公費）を取得・管理・支出

する一連の活動の総体をさしていう。

教育財政を通して確保される教育公費

の水準が教育行政の質を規定するもの

である以上、国民の教育を受ける権利

の実質的保障という課題にとって、重

要な役割を担っている。教職員組合は

教財担当者を置き、国民の教育を受け

る権利の保障をめざして予算や教職員

定数改善の運動に取り組んでいる。

消
費
税
大
増
税
中
止
を

求
め
る
国
民
大
集
会

４･

中
央
行
動
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公
務
労
働
者
へ
の
賃
下
げ
押
し
付
け
阻
止
の
た
め
の
諸
行
動
を
展
開

(2) 第1540号 2013年4月15日(月) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行

全
国
教
文
部
長
・
教
財
担
当
者
合
同
会
議

今
年
度
、
前
半
は｢

え
が
お
署
名
」、

後
半
は｢

教
育
全
国
署
名
２
０
１
３
」

に
全
力
を
上
げ
よ
う
！


